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Ⅰ新技術の解説

１要旨

阿武隈地域の桑園に生息しているヒカリギセルは、肝機能に効果のある健康食品の原料として需要
が増加している。しかしながら、荒廃した遊休桑園ではその生息数も少なく、その生態すらも明らかに
なっていない。そこで、ヒカリギセルの安定生産技術を確立するため飼育密度、産卵保護資材及び省
力採集時期について検討した。

(1) 放貝密度は100～200個体／㎡で繁殖率が最も高く、それ以上では極端に低くなった。

(2) かやおよび篠竹を産卵保護資材として使用することで繁殖率が向上した。また篠竹は穴の直径が
２～３㎜程度の細いほうが効果が認められた。

(3) 採集労力の省力が図れる時期は、集団越冬に入る10月下旬からがよいと判断された。

２期待される効果

(1) 100～200個体／㎡の放貝密度で産卵保護資材を活用することにより、安定した生産 
が可能となる。

(2) 成貝の採集は、集団越冬期以降に行うことにより、採集労力の大幅な軽減が可能である。

３適用範囲

阿武隈地域のヒカリギセル飼育農家

４普及上の留意点

産卵保護資材は、かや、篠竹とも３～５㎝程度の長さに切断し施用する。
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